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1.はじめに

男女雇用機会均等法の制定 (1986年)により，雇用

機会や待遇面での法律上の男女格差はなくなった。し

かし，女性が職業人として自立し実務社会に対応でき

る教育が，高等教育の中でどの程度展開されているだ

ろうか。本学では早くから教養や専門に関する科目と

は別に実務教育のための科目をカリキュラムの中に取

り入れ(慶兼ら， 1993)，教養・専門・職業の三位一

体の教育を展開している。そのため，卒業に必要な単

位を取得させるだけにとどまらず，経済的自立の一助

となる資格(教職，栄養士，秘書士，衣料管理士)の

取得を義務づけている。また，就職活動や就職後の技

能として必要であると同時に自分を高める手段ともな

る各種検定(ワープロ検定，漢字能力検定，秘書技能

検定，ビジネス文書技能検定，英語技能検定，情報処

理検定)の取得も奨励している。

本学では，女性は集中力・持久力・手先の器用さに

非常にすぐれており，これらの能力がコンピュータの

操作に適している(坂田， 1988)という考えのもとに，

実務教育としてのコンピュータ教育をかなり充実させ

ている。そして，その一貫としてワープロ検定を取得

させることにも力を入れている。現在ではワープロの

操作技能を持っていることがあたりまえの状況になり

つつあるが，より上級の検定の取得は経済的自立の手

段と十分になりうる。また，ワープロの操作技術の上
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料生活文化学科

達は練習量に比例し自らの努力が入力速度等の自に見

える形で現れるので，自信を持たせる材料として適し

ている。したがって，自らの努力によって検定を取得

することがこれからの自分の自信になり，精神的自立

の一助ともなると考える。さらに，就職採用の判断に

おいても，企業側は単にワープロの操作技能の有無だ

けをみているのではなく，決められた期間の中で目的

達成のために努力をする能力があるか否かもみている

のではないかと思われる。このような理由から，一般

職に就職する学生はもちろんのこと，ワープロ技能を

必要としない専門職に就職する学生も出来る限りワー

プロ検定を取得したほうが良いと考える。

そこで，ワープロ検定の取得に対する本学のこのよ

うな考えがどこまで学生の側に浸透しているかを検討

するために調査を実施した。あわせて，ワープロ検定

対策の検討材料とするための項目も追加して調査した。

II. 調査方法

1.対象

生活文化学科(以下生文と略す)2年生156名，生活

科学科栄養専攻(以下栄養士と略す)2年生50名，生

活科学科生活科学専攻(以下生科と略す)2年生103名，

合計309名

2. 実施時期

平成6年2月17日

3. 実施方法

クラス毎にアンケート用紙を一斉に配付し，その場
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で回答させた後，回収した。

4. 質問項目と回答形式

1) ワープロ検定の取得の有無を「はいj. rいいえ」

から選択させた。

2) 1)で「はい」と回答した学生に対して中央職業

能力開発協会主催ワープロ技能検定(以下能関

と略す) 2級，能開3級，日本商工会議所主催

ワープロ検定(以下日商と略す) 3級のうち，

取得したものすべての取得学年，月，何回目に

取得したかを回答させた。

3) 1)で「いいえ」と回答した学生に対して検定を

受けた回数を記述させた。

4) 短大においてワープロ検定を取得する必要があ

るかないかについて「あるj. rなし」から選択さ

せた。

5) 4)で「はい」と回答した学生に対して理由を下

記の項目から複数選択させた。

・就職の採用・不採用にかかわると思うから

.就職した後で何か役に立つと恩うから

-最近では取得していることがあたりまえになっ

てきているから

・履歴書の資格の欄に書くことができるから

.取得できたことが自信になると思うから

・その他(自由記述)

6) 4)で「いいえ」と回答した学生に対して理由を

下記の項目から複数選択させた。

・就職の採用・不採用には関係ないと思うから

.就職した後で何か役に立つとは思わないから

-他の資格や検定を取得するほうが有益だと思う

から

・受検料が高すぎるから

-取得のための練習に多くの時間が取られるから

.将来的にも自分には全く必要がないと思うから

・その他(自由記述)

7) 卒業後もワープロ検定を受検したいかについて

「はいj. rいいえ」から選択させた。

8) 本学で実施している下記の検定のうち最も重要

だと思うものを選択させた。

・ワープロ検定 ・漢字能力検定

・秘書技能検定 ・ビジネス文書検定

・英語技能検定 ・情報処理検定

・いずれの検定も重要だとは思わない

9) 8)でワープロ検定以外を選択した学生に対して，

ワープロ検定は何番目に重要かを数字で記入さ

せた。

10) 就職活動でワーフ。ロ検定について聞かれたかを

「はいj. rいいえ」から選択させた。

11) 10)で「はい」と回答した学生に対して具体的内

容を自由記述させた。

12) ワープロ検定取得のための対策で該当するもの

を下記の中から複数選択させた。

・自分から積極的に時間を作って練習する

-授業~þ'に具体的な検定対策法をもっとする

・土曜日，日曜日にも自由に教室が使える

-放課後もできるだけ先生に指導してもらう

・その他(自由記述)

13) ワープロ検定の希望実施月を 8つ以内で選択さ

せた。

14) 所属学科を回答させた。

III. 結果および考察

(1) ワープロ検定の受検率と取得率

少なくとも一種類以上の検定を受検している割合は

全体の87.1%(生文82.1%.栄養士96.0%.生科90.0

%)であった。これに対して，少なくとも一種類以上

の検定を取得している割合は全体56.1%(生文57.1%.

栄養士50.0%.生科57.7%)であった。検定の取得率

は生文と生科で7割，栄養士で6割を期待しているが，

その目標には逮しなかった。ちなみに少なくとも一種

類以上に受検した者のなかで取得出来た者の割合は

64.4%であった。

表1 ワープロ検定(能関)の取得時期と

取得までの受検回数 (単位:人)

級 2 級 3 級

回 数 1 2 3 言十 1 2 3 言十

1年7月 1 。。1 I 25 。。25 
取 10月 1 。。1 I 39 。。39 
得

2月 1 1 。2 I 26 11 。37 
2年7月 1 。。1 5 4 4 13 

時
10月 。。。。。。。。

期 2月 。1 1 2 。。。。
1口為 言十 4 2 1 7 I 95 15 4 I 114 

注) 2級の取得者数が実際の取得者数より少ないのは

取得時期が未回答のためである。
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これら検定取得者(特に 3級)の半数以上が1学年 (2) ワープロ検定取得の必要性に対する認識

の10月までに取得している(表1)。この時期以降の取 在学中にワープロ検定を取得する必要があると回答

得者が少ないのは， 1年前期に開設されているコン した者は全体の92.2%で，高い値を示した。ワープロ

ピュータ演習 Iでのみワープロ操作技能を教授してい 検定取得が必要だと思う理由として「就職して役に立

たことと関連性が高いと恩われる。 つ」と回答した者が全体の83.5%で一番多く，ついで、

次に在学中に検定を取得出来なかった者はどのくらい 「履歴書に書ける」と回答した者が全体の44.7%であっ

受検しているのであろうか。ワープロ検定未取得者に た(表2)0 I自分の自信になる」と回答した者は37.7

ついて受検回数別にその割合を算出した(図 1)。そ %であった。大半の学生が就職時や就職後に役に立つ

の結果1回のみの受験者が未取得者数全体の45.2%を という実質的な理由で必要性を感じているが I自分

占めており， 2回以上受検している者は少ない。 1回 の自信になる」といった精神面での必要性はあまり感

だけの受検者は恐らく強制的に受検をすすめられたと じていない。

いう意識が強いと思われる。これはワープロ検定取得 つぎに，これらの必要性を感じていない者は学科に

の目的が十分理解されていないことの現れといえるで よって割合が異なるであろうか。これを検討するため

あろう。強制ではなく自ら受検し取得するまで受検す に，必要性の理由ごとに各学科での比率に対して1.2 

るという意識を持たせる必要がある。 検定を行った。その結果「就職の採用・不採用に関係

50% 

40耳

30% 

20% 

10理

。事
。回 l回 2回 3回 4回 5回

図1 ワープロ検定未取得者の受験回数

表2 ワープロ検定取得が必要だと思う理由

よ1一一一一一ーとf (生N=14文1) 栄(N養=4士6) 

就職の採用・不採用にかかわると思うから 17.0 34.8 

就職した後で何か役に立つと思うから 87.2 69.6 

最近では取得していることが当たり前になってきているから 31. 9 63.0 

履歴書の資格の欄に書くことができるから 45.4 52.2 

取得できたことが自信になると思うから 39.7 28.3 

その他 0.7 。

6回

(単位:%) 

生(N=97科) 
全体
(N =284) 

29.9 24.3 

84.5 83.5 

40.2 39.8 

40.2 44.7 

39.2 37.7 

4.1 1.8 
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するj，r就職して役に立つj，r取得してあたりまえ」

の3つの理由で有意差がみられたため(それぞれ

X 2(21=8.5， X 2(21=8.0， X 2(21=14.0， p<.05)，多

重比較としてライアン法による 2条件ずつの X2検定

を行った。その結果 r就職の採用・不採用に関係す

る」の理由では，生文に比べて栄養士のほうが有意に

割合が高く (x2(21=5.5， p<.05)， r就職して役に立

つ」の理由では，栄養士に比べて生文のほうが有意に

割合が高かった (x2(21=6.4， p<.05)。また r取得

してあたりまえ」の理由では，生文・生科に比べて栄

養士のほうが有意に割合が高かった (x2( 2 1 = 5. 6， 

12.8， p<.05)oこのように，専門職に進む割合の高

い栄養士が「就職して役に立つ」と思っている比率が

低いにもかかわらず取得してあたりまえ」という

意識は高い。しかし，一般職に就く割合の高い生文や

生科では「就職して役に立つ」という認識はしている

が取得してあたりまえ」という意識は低い。たし

かに数年前まではワープロを操作出来ることだけで技

術者として採用されたケースもあったが，現在ではワー

プロを操作出来て当然という時代になっている。以上

のことから，授業の中でワープロ検定取得の必要性

(特に自分の自信になること)やワープロ検定の取得

はもはや特別のことではないことを今以上に指導し認

識させる必要がある。

卒業後もワープロ検定を受けたいかという設問に対

しては，全体の36.6%のものが「はい」と回答し，そ

のうちすでに検定を取得している者は全体の19.6%で

あった。約2割の者がより上級の検定の取得を望んで

いる O すなわち本学では卒業生もワープロ検定を受検

できるようにしている(平成4年度:3名受験し2名

が日商3級合格，平成5年度 6名受験2名が日商2

級合格)が，今後卒業生の受検者数が増加するのであ

5. 1弘

12. 7目

れば，それに対応するシステムを考える必要が生じて

くる。今後の検討事項としたい。

(3) ワーフ。ロ検定の重要度に関する認識

本学で実施している検定のうち，最も重要だと思う

検定を 1つ選択させた結果を図2に示す。

ワープロ検定を最も重要だと思う者が全体の51.4%

を占めている。最も重要だとしなかった者のうちワー

プロ検定の重要度を 2番目およぴ3番目に上げた者の

合計数は全体の41.6%に達し，大部分の学生が他の検

定と比べてワープロ検定か。重要であるという認識を持っ

ている。またワープロ検定，秘書技能検定，ビジネス

文書検定のように就職後すぐに役立つと思われる検定

に対して重要度の認識は高い傾向にある。

(4) 就職採用試験におけるワープロ検定取得の評価

企業側がワープロ検定の取得にどのくらい関心を持っ

ているかを知る手がかりとして，採用試験の面接時に

ワープロ検定に関して何か質問されたかを調査した。

その結果，全体の8.7%の者が面接時に何らかの質問

を受けている。その内容は取得の有無に関するものが

最も多かったが，その他に「使用機種は何ですか」

「授業はと尋んな内容ですかj，r日商と能関の違いはな

んですかj，rなぜ取らなかったのですかj，どうして

落ちたのですかj，r必要だと思いませんでしたかj，

「ワープロは使うことができますか? 会社では使う

ことが多いです。」といった質問も見られた。就職活

動においてワープロ検定の取得が常に問われるわけで

はないが，どのような企業においても質問される可能

性はあるといえる。したがって，これらの質問に的確

に答えることのできるよう指導しておく必要がある。

(5) ワープロ検定取得のための対策についての意識

ワープロ検定取得のための対策として「自分で積極

的に時間を作って練習する」と答えた者は，全体の約

51. 4首

図ワープロ検定

園秘書技能検定

圏t'y'ネス文書技能検定

園英語技能検定

圏情報処理検定

E 漢字能力検定

圏どれも重要でない

図2 最も重要だと思う検定
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83.0%， I授業で検定対策をもっとする」は28.2%，

「放課後もできるだけ先生に指導してもらう」は21.3

%であった。この割合は学科による違いが見られな

かった。

「その他」の回答の中には「模擬試験をやってほし

い」という意見が多かった。ほとんどの学生が自分で

練習するしかないと認識しているが，全体の約5割の

者が検定対策の講習の実施や放課後の指導等も要望し

ている。これらの要望に応えるためには，授業内外で

のさまざまな対応を検討していかなければならない。

最後に，ワープロ検定の実施希望回数を集計した結

果，年平均4回を希望する者が最も多かった。現在

行っている検定は年間で，能関3回 (2級・ 3級同日

実施)，日商2級2回， 3級2回であり，学生の希望

に対応できていると考える。今後も現在の実施回数を

確保していくとともに，より上級の検定の取得をめざ

して2年間で計画的に受検させる指導をしていきたい。

IV. 全体的考察

本調査結果により，学生のワープロ検定に対する必

要性・重要性に対する意識は高いことが確認された。

しかし，受検率の高さと比較して取得率が低く，一度

失敗した学生が2度3度と挑戦することも少ない。こ

のような現象がなぜ生じたのであろうか?このことを

考えるために，まずワープロ検定取得のプロセスを示

す。(図3) 

-ワープロ検定とは何か?

.どんな内容なのか?

-重要性，必要性を感じる

.受検しょうかな?と恩う

大部分の学生がbの段階(目的意識を持つ)へは到

達しているように見えるが， cの段階(練習)につな

がっていないと思われる。つまり，ワープロ検定の一

般的な必要性は認識していても，自分自身にとって本

当には必要性を感じていないのではないだろうか。具

体的には就職活動や就職後に役立つと考えている者が

多い反面，自分の自信になると考えているものが少な

いという結果に現れている。栄養士では就職後役立つ

と考えるものが少ないが受検率や取得率では他の学科

と変わらない。このことから，精神面で、の重要性につ

いてもっと認識させる必要があると思われる。つぎに

cの段階では，効果的練習方法，達成度が分からず挫

折する場合が多いと思われる。今回の調査結果でも見

られるように，自分で練習する事が一番重要であるこ

とは認識しているが，教員による指導や模擬試験の実

施も必要としている。この解決策を一部実践した形と

なったのが，平成5年度のコンピュータ演習の内容の

変更である。平成5年度入学生から，前期のコンピュー

タ演習 Iに続いて後期のコンピュータ演習Eにおいて

もワープロの授業を行っている。ここではワープロの

操作を教授するだけでなく，与えられた項目や条件を

もとに独自の文書を作成させ，文書の構成力や表現力

を育成している。このようにして一年間を通してワー

プロの操作を行わせるようにした結果，ワープロ検定

取得数が今回の調査対象となった学生の 1年終了時の

それと比較して約2.2倍に増加した。

しかしながら，今後の課題とすべき項目もいくつか

ある。まず第ーに，すでにワープロの技能があるレベ

ルまで達している者とキーボードに触れたことさえな

い者とを合同で授業している問題である。高校までに

ワープロ操作を体験している学生が年々増加している

が，全く初めてという学生の方が依然としてはるかに

多い。したがって、現状ではワープロの操作技能のレ

・各種課題に関して自分な ベルに合わせて個別に課題を与えているにとどまって

りの方法で練習する いる。しかし今後は個別課題の内容や授業形態を見直

し，高いレベルの技能を持つ者が経済的自立の一助と

・自分なりの解答パターン なる，より上級の検定を取得できる体制を整えたい。

が出来ると上達も加速度 このことは，より上級の取得を要望する学生に対する

的になる 指導においても同様である。在学生，卒業生を問わず，

・自分の自信になる 上級のワープロ検定取得の要望は今後ますます増加す

・履歴書に書ける るものと予想される。平成6年度からは能関ワープロ

検定の2級と 3級を同日実施とせず 2級受検者への

図3 ワープロ検定取得までのプロセス 指導に専念できる期間を設けることにしている。

最後に他の検定との関連性の問題である。
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ワープロ検定の課題をこなすためにはビジネス文書の

知識や漢字能力が必要となる。したがって，各検定を

ばらばらに取得させる指導より，時期をあわせて取得

させる指導の方が盗かに効率的であり，結果的に実務

教育の充実にもつながるであろう。したがって，本学

で実施している検定をどのように関連づけて体系的に

取得させていけばよいかを検討し，具体案を提出した

いと思う。

引用文献

1) 虞兼孝信・田村聡一郎・河野紫信 1993 本学に

おけるコンピュータ教育 広島文化女子短期大学

紀要， 26， 1-6. 

2) 坂田正二 1989 地域に根ざした女性教育 リク

ルートカレッジマネジメント， 35， 25-27. 

Summary 

It is general for young people to have proficiency泊 operatingwordprocessor today. Aquisition of higher grade泊a

grading testおrwordprocessor helpes students become financiaJJy independent. And their effort to pass出ecerti宣cate

examination helps them gain confidence. Students become mentaJJy independent through it. 

For the reason given above， 1 think students should acquire a grading test for wordprocessor as much as they can (if 

it is possible). Then， to inquire how much they understand teachrs principle for a grading test for wordprocessor， 1 

sent out a questionnaire as丑lows.

1 The popu1ation of the students who take a grading test for wordprocessor test and those who passed it. 

2 Understanding of necessity of a grading test for wordprocessor 

3 Understanding between employment test and a grading testゐrwordprocessor. 

4 consciousness of leaning environment to aquire a grading test for wordprocessor. 

ηle following results were obtained: Many students think a grading test for wordprocessor helps them get a job and 

do a good job. They訂eaware of practical in1portance of it. But， 1白血kthey are not aware of mental in1portance， 

becouse few students answer巴dthat hard study for a grading test for wordprocessor makes them become self-

confident. 

Thus， 1仕由1kit is necessary for teachers to promote students understanding of such a mental value of a grading test 

for wordprocessor. 


